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株式会社バンダイナムコホールディングス

～ 楽しみながら、楽しい未来へ。～ The BANDAI NAMCO Lifestyle Project

バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
グ
ル
ー
プ
ら
し
く
、

楽
し
み
な
が
ら
、働
き
方
の
改
革
を

業
務
の
見
直
し
に
向
け
て

目標

主な取組内容
効果●業務の見直し事業

●従業員の働き方への効果

楽
し
み
な
が
ら
働
き
方
を
改
革
し
、

楽
し
い
未
来
を
創
造
す
る
。

1 所定外労働時間の縮減
平成24年度までに平成21年度対比で5%縮減

2 男性社員育児休業取得人数の増加
平成24年度末までの2年間で5人以上取得

3 女性社員の育児休業取得後の復帰率向上
平成24年度末までに90%以上復帰

▲
▲

社員満足度調査実施

▲

会議効率化のための取組（社内共通ルールの策定や運営スキルの向上研修等）

▲

ネットワークの活用による業務効率化（オンラインスケジュール管理の徹底等）

事務処理スキル習得のための取組（スキル習得確認試験の実施等）

●労働時間縮減事業

▲▲

管理職への労務管理研修実施 長時間残業者ワークアウトの公開講座化

●多様な働き方実現事業

▲

ライフサポート制度導入（不妊治療や子どもの不登校などに対応したフレックスや
時短制度の導入）　　年次有給休暇取得推進施策の実施

●子育て等両立支援事業

▲ ▲

男性の育児休業取得促進のための制度導入　

▲

女性社員の意識調査及び働き方実態調査の実施

▲

女性のキャリアに関するセミナー、座談会及び懇親会の開催

▲

育児・介護休業中社員の復職支援

▲

小学生以上の児童のためのキッズルームの整備

平成23年4月1日～平成25年3月31日

一人ひとりの社員が仕事だけでなく、自身のプライベートを充実させることにより、企業・社員双方の成長を促
し、ひいては世界中の人々に夢と感動を与えることのできるグループを目指す。

選
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

効率的な会議運営を促進するために
会議室に掲示されている「打ち合わ
せの鍵」

経
営
統
合
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
い
方
に
合

わ
せ
て
さ
ら
に
様
々
な
環
境
を
整
え
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
購
買
層
の
中
心
が
お
子
さ
ま

の
い
る
ご
家
族
で
あ
る
当
社
に
と
っ
て
、
少
子
化
は

ビ
ジ
ネ
ス
的
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
て
い
く
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、
東
京
モ
デ
ル
事
業
が
目
指
す

少
子
化
打
破
は
、
日
本
が
抱
え
る
潜
在
的
な
課
題
の

中
で
も
、
当
社
に
も
大
き
く
関
わ
る
と
て
も
重
要
な

課
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
通
常
な
ら
ば
五

年
か
か
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
、
二
年
で
ぐ
っ
と
縮
め

て
前
進
し
よ
う
と
考
え
、
応
募
し
ま
し
た
。﹂

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
も
と
も

と
制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
た
た
め
、
制
度
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
業
務
の
見
直
し
や
働
き
方
を
改
め
て
考

え
直
す
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
ま
ず
は
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
中
か
ら
、
﹁
東
京

モ
デ
ル
事
業
﹂
の
趣
旨
に
合
う
よ
う
内
容
を
精
査
し

て
い
き
、
最
終
的
に
、
業
務
の
見
直
し
、
仕
事
と
育

児
等
と
の
両
立
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実
・
自
己
啓

発
と
い
う
三
本
柱
に
絞
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　

も
と
も
と
、
同
社
は
、
玩
具
や
ゲ
ー
ム
等
﹁
遊

び
﹂
を
仕
事
と
し
て
い
る
た
め
、
遊
び
と
仕
事
が
渾

然
一
体
と
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
仕
事
が
好
き

で
﹁
も
っ
と
仕
事
を
し
た
い
。
﹂
と
い
う
社
員
も
少

な
く
な
い
。
林
氏
は
、
﹁
仕
事
が
好
き
な
こ
と
自
体

は
よ
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
や
は
り
人
事
労
務
の
観

点
か
ら
は
、
社
員
が
健
康
で
仕
事
も
生
活
も
充
実
し

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
か
ら
、
何
か
解
決
策
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。﹂
と
語
る
。

　

 

株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
、
株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
、
株
式
会
社
ナ
ム
コ
、
株

式
会
社
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ゲ
ー
ム
ス
を
は
じ
め
と
す

る
グ
ル
ー
プ
各
社
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業
戦
略
活
動

の
支
援
や
事
業
活
動
の
管
理
等
、
様
々
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
東
京
モ
デ
ル
事
業
へ
の
応
募
の
経
緯
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
管
理
本
部
人
事
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
林
徳
文
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

﹁
玩
具
や
ゲ
ー
ム
を
扱
う
事
業
特
性
上
、
も
と
も
と

育
児
支
援
等
の
制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

　

そ
こ
で
ま
ず
、
業
務
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
だ
。

日
々
の
業
務
で
は
、
資
料
作
成
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

電
話
の
取
次
ぎ
と
い
っ
た
事
務
作
業
に
か
な
り
手
間
と

時
間
を
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、
手
帳

で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
し
て
い
る
社
員
が
多
い
場
合
、

会
議
や
打
ち
合
わ
せ
を
開
催
す
る
と
な
る
と
、
担
当
者

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
の
た
め
に
外
出
し
て
い
る
社
員

達
一
人
ひ
と
り
に
電
話
確
認
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
社
内
端
末
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
共
有
し
、
さ

ら
に
社
外
の
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら
社
内
の
共
有
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
こ
う
し
た

業
務
を
簡
略
化
し
よ
う
と
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、

社
外
に
い
て
も
、
メ
ー
ル
や
、
様
々
な
事
務
の
申
請
・

承
認
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
仕
事
が
し

や
す
く
な
る
環
境
整
備
も
考
え
て
い
る
。
今
は
、
実
際

に
社
員
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
み
て
、
ど
う
い
っ
た

環
境
が
社
員
に
と
っ
て
本
当
に
効
率
化
に
つ
な
が
る
の

か
、
端
末
の
選
定
も
含
め
、
各
事
業
部
の
協
力
の
も
と

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
取
組
の

途
上
で
は
あ
る
が
、
﹁
今
、
部
長
ク
ラ
ス
以
上
は
既
に

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
利
用
し
は
じ
め
て
お
り
、
こ
れ
が
水
平
展

開
し
て
、
方
向
性
と
し
て
は
自
分
の
デ
ス
ク
に
限
ら
ず

業
務
が
で
き
る
方
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。﹂
と
林
氏
は
語
る
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
会
議
運
営
の
方
法
に

改
善
の
余
地
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
社
員
の
声
を
受
け
、

会
議
の
効
率
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
更
に
効
率
的

な
会
議
運
営
を
す
る
た
め
に
﹁
会
議
の
運
営
ル
ー
ル
を

決
め
る
﹂
﹁
会
議
設
備
を
整
え
る
﹂﹁
会
議
運
営
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
﹂
と
い
う
、
三
つ
の
角
度
か
ら
進
め

る
こ
と
と
し
、
総
務
部
や
情
報
シ
ス
テ
ム
部
等
と
も
連

携
し
て
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た
。
会
議
の
運
営

ル
ー
ル
と
し
て
、
会
議
の
目
的
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
、
進
行

役
の
設
定
と
い
っ
た
事
前
準
備
を
十
分
に
行
う
こ
と
を

社
内
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
﹁
打
ち
合
わ
せ

の
鍵
﹂
と
名
づ
け
て
各
会
議
室
に
掲
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る
た
め
の
モ
ニ

タ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
な
ど
設
備
整
備
を
進

め
て
い
る
ほ
か
、
九
月
か
ら
は
、
管
理
職
以
上
の
社
員

や
、
モ
デ
ル
事
業
部
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
を
実

施
し
、
会
議
運
営
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
業
績
評
価
や
行
動
計
画
で
は
、
目
標
に
月

間
の
目
標
残
業
時
間
を
設
定
し
た
上
で
面
接
を
行
っ
て

い
る
。
Ｓ
評
価
、
Ａ
評
価
と
い
っ
た
高
い
評
価
を
取
り

な
が
ら
残
業
が
少
な
い
社
員
に
つ
い
て
は
プ
ラ
ス
評
価

を
行
い
、﹁
長
時
間
労
働
が
よ
い
の
で
は
な
く
、
少
な
い

時
間
で
き
ち
ん
と
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す

よ
。﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
社
員
に
対
し
て
発
信
し
て

い
る
。

　

毎
月
、
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す

る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

業
務
効
率
化
や
会
議
の
効
率
化
に
つ
い
て
の
情
報
は
人

気
が
高
く
、
社
員
か
ら
は
﹁
こ
う
い
う
情
報
を
も
っ
と

知
り
た
い
。﹂
﹁
具
体
的
な
会
議
運
営
ル
ー
ル
が
役
に
立

っ
た
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
で
き
て
い
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
改
め
て
、
意
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。﹂
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
仕
事
と
育
児
等
と
の
両
立
の

た
め
の
各
種
施
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
か
ら
、

品
川
本
社
で
、
夏
休
み
・
冬
休
み
等
の
期
間
、
社
員
の

子
ど
も
を
預
か
る
﹁
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
﹂
を
稼
動
さ
せ
る

予
定
だ
。
冬
か
ら
実
施
の
予
定
だ
が
、﹁
人
事
部
主
導
の

施
策
の
中
で
特
に
心
に
響
い
た
。
﹂
﹁
子
ど
も
が
こ
れ

グループ管理本部 人事部スタッフ
左からゼネラルマネージャー・林 徳文さん、組織管理チーム・上田 美穂さん、人材育成チーム・大竹 美沙子さん
人材育成チーム マネージャー・國吉 由香さん、組織管理チーム マネージャー・大栗 健太朗さん

妊婦支援制度の認知度アップおよび見直し

●社会貢献事業

▲

地域の大学等への講師派遣（東京しごとの日事業）

●その他働き方を変革するための独自事業

▲

カルチャースクール開設

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

心身の健康の増進

労働意欲の向上

業務効率の向上

生産性の向上

生活の充実

エンターテインメント企業ならではの働き方の確立

●業績等への効果

所定外労働時間の縮減

出産、育児等に伴う離職率の低下

エンターテインメント企業として

付加価値の高い商品、サービスの創造

▲

仕
事
と
育
児
等
と
の
両
立

実施予定期間

プロジェクト名

実 施 目 的

 

バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
グ
ル
ー
プ
は
、
様
々

な
社
員
が
い
き
い
き
と
働
く
﹁
面
白
さ
で

勝
つ
人
材
経
営
の
企
業
グ
ル
ー
プ
﹂
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
﹁
夢
・
遊
び
・
感

動
﹂
を
世
界
に
提
供
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
持
つ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
グ

ル
ー
プ
で
は
、
社
員
が
豊
か
な
個
性
や
発

想
、
感
性
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
社
員
一
人
ひ
と
り

が
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
、
様
々
な
人
と
触
れ
あ
い
、
幅
広
い

視
野
を
持
ち
、
充
実
し
た
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ

グ
ル
ー
プ
は
、
社
員
が
い
き
い
き
と
働
く

こ
と
が
で
き
る
た
め
の
制
度
や
仕
組
み
の

整
備
・
改
革
、
そ
し
て
様
々
な
機
会
や
場

の
提
供
を
、﹁
東
京
モ
デ
ル
事
業
﹂
選
定

を
き
っ
か
け
に
更
に
加
速
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
す

る
こ
と
で
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を

通
じ
楽
し
い
未
来
を
創
造
す
る
一
助
に
な

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
営
者
の
声

代表取締役社長

さん石川 祝男
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企業概要

株式会社バンダイ
ボーイズトイ事業部 兼 トイ戦略室
デピュティゼネラルマネージャー

細井 一彦さん

　主に、男の子向け玩具や玩具3部門トータ

ルの営業戦略の立案に携わっています。チー

ムが正しい方向に進むよう全体を統括するの

が仕事ですので、的確な指示を出すために情

報把握に時間をかける必要があります。その

ため、アウトルックでスケジュールを共有し、

空いていれば誰でも予定を入れてすぐに会議

や打ち合わせを設定できるようにしています。

これにより、部下の進捗状況を把握できると

いう利点もありますし、アシスタント機能で

確認できるため仕事の漏れもなくなります。

また、会議も終了時間を決めてアジェンダを

作り、時間内に目的を果たせるようにしてい

ます。制度整備も大切ですが、やはりマネジ

メント層が何が自分の職場に必要なのか考え、

積極的に推進してくことが重要ですね。

　我が家は妻と共働きで、小学4年生と5歳に

なる子どもがいます。社内で最初に育児フレ

ックスを取得しました。繁忙期は集中して時

間いっぱいまで働き、帰れる日は帰って子ど

もと向き合っています。限られた時間で仕事

をする中で、メリハリを付ける事で無駄な仕

事や優先順位の低い仕事があることに気づき

取捨選択をするようになりましたし、部下に

対しても時間ではなく仕事の中身で見るよう

になりました。また、子どもと接することで、

定量調査では分からない様々な経験もできま

した。今後、様々な制度の周知やモバイル環

境の整備等が進んでもっと働きやすくなるこ

とを期待しています。

　『鉄拳』や『ソウルキャリバー』といった格

闘ゲームのキャラクターのアニメーションを

作成しています。

　小学3年生の娘がおり、放課後は学童保育

に預けていますが、特に夏休みなど1日中預

けなくてはならない時期には、身近で娘の様

子がわかる所に預けられればと思っていまし

た。そんな折に「キッズルーム」ができると

聞いて、とても嬉しく思いました。

　クリエイターの仕事は鋭敏な感覚が必要で

すし、またこの業界は技術の進化が非常に速

いので、長く仕事を離れてしまうと、復帰す

るのは制度上は可能でも、技術的な面では非

常に難しいと感じています。ですから、子育

てと両立させながら、仕事を続けてきました。

締切り前で忙しい時や、他のセクションとの

調整で時間がかかることもありますが、上司

に相談し、仕事量を調整してもらっています。

また職場の皆さんに助けてもらうこともあり

ます。自分にしかできないと抱え込むのでは

なく、皆でつくることで作品にも深みが出て

きます。

　現在、プロジェクトによって、様々な制度

等に関するリーフレットやポータルサイトが

作られています。自分の出産の時は、制度を

電話で問い合わせたりしていたので、予め社

内制度や事務手続き等が分かれば社員もとて

も助かるだろうと、大いに期待しています。

　アミューズメント施設に設置したゲーム機

器を使った販売促進策の企画運営や、ゲーム

大会運営のとりまとめなどを担当しています。

2歳の子どもを自宅近くの保育園に預けて出

勤しています。定時より1時間短く勤務でき

る制度を申請していますが、自分でスケジュ

ールを調整できる業務を担当させてもらって

いるので、遅くとも通常の定時には退社する

ことができます。

　プロジェクトの一環として、グループ共通

のノー残業デーには「Fun for the future！ 

DAYメール」が送信されますが、「本日はノ

ー残業デー！」というヘッダーを見るだけで、

ずいぶん意識づけになります。また、セミナ

ーの案内も充実していますし、エクセル技術

等の仕事情報も役に立っています。店舗勤務

の場合はＰＣをゆっくり見られないので、紙

媒体でも見られるとありがたいと思います。

　当社は制度も上司の理解もあり、会社全体

で子育てをフォローする雰囲気があって、本

当に感謝しています。ただ、まだ子育てをし

ながら活躍する女性上司は少ないので、子育

てをして仕事もバリバリとこなすロールモデ

ルがいれば、意識も変わっていきやすいかと

思っています。

　新入社員には女性も増えてきているので、

今後、女性も責任ある仕事を任されて、頑張

りながらその期待に応え、その繰り返しで成

長していけるようになるといいなと考えてい

ます。

社員の声

株式会社バンダイナムコゲームス
開発スタジオ　ビジュアルアートディビジョン
VA3部　アニメーション課

平田 智恵さん

株式会社ナムコ
マーケティング部
キャラクター推進チーム

須田 恵理子さん

名 称

代 表 者

設 立

所 在 地

従 業 員 数

事 業 内 容

U R L

か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
の
で
、
こ
れ
を
励
み
に
頑

張
る
。
﹂
と
い
う
嬉
し
い
反
響
も
届
い
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
こ
の
十
月
か
ら
グ
ル
ー
プ
全
体
の
﹁
出
産
祝

い
金
﹂
制
度
を
﹁
出
産
・
子
育
て
支
援
金
﹂
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
。
同
制
度
は
、
第
三
子
以
降
が
生
ま

れ
た
社
員
に
、
育
児
支
援
金
と
し
て
二
百
万
円
を
支

給
す
る
も
の
。
男
女
と
も
に
受
け
取
れ
る
が
、
男
性

の
場
合
は
、
出
産
後
五
十
六
日
以
内
に
一
週
間
以
上

の
育
児
休
業
の
取
得
と
﹁
子
育
て
レ
ポ
ー
ト
﹂
の
提

出
が
条
件
と
な
る
。
制
度
の
名
称
に
﹁
子
育
て
﹂
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
﹁
産
む
こ
と
も

大
切
だ
け
れ
ど
、
育
て
る
こ
と
も
大
切
で
す
よ
。
﹂

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

﹁
当
初
、
人
事
部
と
し
て
は
出
産
後
一
年
以
内
の
ど

こ
か
で
育
児
休
業
を
取
得
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
す
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
経
営
層
か
ら
﹃
子
育
て
は
、
生

ま
れ
て
す
ぐ
が
大
変
な
ん
だ
。
も
っ
と
早
い
時
期
に

父
親
に
取
得
さ
せ
た
方
が
よ
い
。
﹄
と
助
言
を
受
け
、

五
十
六
日
以
内
と
し
ま
し
た
。
﹂
と
林
氏
は
語
る
。

バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ト
ッ
プ
層
が
、

子
育
て
を
経
験
し
家
庭
も
非
常
に
大
切
に
し
て
お
り
、

人
事
部
門
の
出
し
た
企
画
を
﹁
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
。
﹂

と
そ
の
場
で
拡
充
し
て
く
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ

と
言
う
。

　

さ
ら
に
、
不
妊
治
療
や
子
ど
も
の
不
登
校
等
に
対

応
す
る
た
め
の
フ
レ
ッ
ク
ス
や
時
短
制
度
も
導
入
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
育
児
や
介
護
、
妊
娠
期
間
中
の
た

め
の
フ
レ
ッ
ク
ス
や
時
短
制
度
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ

に
あ
て
は
ま
ら
な
い
上
記
の
よ
う
な
場
合
は
、
年
次

有
給
休
暇
で
対
応
す
る
社
員
が
多
か
っ
た
。
申
請
し

て
上
長
が
承
認
す
れ
ば
認
め
ら
れ
て
は
い
た
が
、
今

回
新
た
に
制
度
を
作
り
就
業
規
則
に
も
﹁
不
妊
治
療

や
子
ど
も
の
不
登
校
等
﹂
と
具
体
例
を
明
記
す
る
こ

と
で
、
﹁
家
族
と
の
生
活
全
般
を
会
社
は
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
よ
。
﹂
と
い
う
姿
勢
を
社
内
に
対
し
て
発
信

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
様
々
な
支
援
制
度
は
整
っ
て
い
た
が
、

周
知
が
今
一
つ
弱
い
と
い
う
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
社
内
に
ど
の
よ
う
な

制
度
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
利
用
す
る
に
は
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
な
の
か
等
、
一
目
で
分
か
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設
を
準
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
配

偶
者
が
社
外
の
人
で
あ
っ
て
も
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
グ

ル
ー
プ
の
様
々
な
制
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
だ
け
で
な
く
、
家
に
持
ち
帰
っ
て

保
存
で
き
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
等
、
社
員

の
目
線
に
立
っ
て
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
で
は
、
業
務
終
了
後
に
、
英
会
話
の

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
や
、
書
道
な
ど
の
趣
味
を

気
軽
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
社
内
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
の
開
設
を
準
備
し
て
い
る
。
仕
事
が
好
き
で

没
頭
し
て
し
ま
い
が
ち
な
社
員
に
、
少
し
仕
事
か
ら

離
れ
て
違
う
世
界
を
経
験
し
た
り
、
新
し
い
出
会
い

を
作
る
機
会
を
持
っ
て
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て

も
ら
う
の
が
狙
い
だ
。
同
社
の
こ
の
取
組
で
特
に
目

を
引
く
の
は
、
外
部
講
師
を
招
く
の
で
は
な
く
、
社

員
が
講
師
に
な
る
と
い
う
点
だ
。
発
案
者
の
大
竹
氏

は
語
る
。
﹁
皆
、
多
様
な
能
力
を
持
っ
て
い
て
、
教

え
ら
れ
る
人
や
教
え
た
い
人
が
大
勢
い
る
は
ず
と
考

え
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
社
員
が
講
師
に
な
る
こ
と

で
、
﹃
人
に
教
え
る
﹄
と
い
う
自
己
啓
発
に
な
り
ま

す
し
、
プ
レ
ゼ
ン
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
よ

ね
。
﹂
ま
た
、
同
社
は
、
経
営
統
合
し
た
グ
ル
ー
プ

各
社
間
の
連
携
を
密
に
す
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
内

で
人
事
公
募
等
を
し
て
い
る
が
、
林
氏
は
、
そ
う
し

た
制
度
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
テ
ニ
ス
や
サ
ッ
カ
ー

と
い
っ
た
部
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
間
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
密
で
仕
事
も
円
滑
に
進
み

や
す
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
い
う
。
﹁
心
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
で
、
仕
事
に
も
よ
い

影
響
が
出
る
ん
で
す
。
﹂
今
後
、
一
部
拠
点
で
来
年

一
月
の
開
講
を
目
指
し
、
各
社
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

社
員
が
自
発
的
に
楽
し
め
る
よ
う
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
予
定
だ
。

　

世
界
中
の
人
々
に
夢
と
感
動
を
与
え
る
こ
と
を
理

念
と
す
る
同
社
で
は
、
働
き
方
の
改
革
も
、
﹁
楽
し

み
な
が
ら
﹂
﹁
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
グ
ル
ー
プ
ら
し
く
﹂

を
心
が
け
て
い
る
。
﹁
例
え
ば
、
業
務
の
見
直
し
や

会
議
の
効
率
化
も
、
﹃
長
時
間
労
働
を
し
て
は
い
け

な
い
。
﹄
と
上
か
ら
押
し
付
け
た
の
で
は
、
社
員
も

納
得
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
﹃
～
し
て
は
い
け
な
い
。
﹄
と

い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
で
は
な
く
、
﹃
こ
ん
な
ふ

う
に
工
夫
し
た
ら
仕
事
が
も
っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す

よ
。
﹄
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
化
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
﹂
と
大
竹
氏
は
語
る
。
会
議
運
営

も
﹁
ル
ー
ル
﹂
で
は
な
く
﹁
鍵
﹂
と
す
る
こ
と
で
﹁
必

ず
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
﹂
こ
と
で
は
な
く
、
自

発
的
に
考
え
る
﹁
き
っ
か
け
﹂
に
な
る
よ
う
に
し
た

　
い
と
言
う
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
も
、
同
社
の
C
S
R
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

﹁
F
u
n 

f
o
r 

t
h
e 

f
u
t
u
r
e
！
楽
し

み
な
が
ら
、
楽
し
い
未
来
へ
。
﹂
を
元
に
﹁
F
u
n 

f
o
r 

t
h
e 

f
u
t
u
r
e
!
D
A
Y
﹂
を
制

定
し
、
月
に
一
度
、
自
己
啓
発
や
業
務
効
率
化
に
つ

な
が
る
セ
ミ
ナ
ー
や
本
、
ま
た
、
業
務
後
や
週
末
に

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

林
氏
は
、
同
社
の
社
風
を
踏
ま
え
て
こ
う
語
る
。

﹁
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
よ
り
も
、
例
え
ば
モ
デ
ル
部
署
を

作
っ
て
、
皆
が
効
果
を
感
じ
納
得
し
な
が
ら
広
め
て

い
く
方
が
、
当
社
の
社
風
に
合
う
ん
で
す
。
少
し
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
会
社
が
た
だ
支
援
す
る
よ
り

は
、
一
人
ひ
と
り
が
納
得
し
て
自
発
的
に
進
め
て
い

け
る
よ
う
、
見
守
り
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。﹂

「仕事と生活の調和支援サイト」

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実・自
己
啓
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
ポ
イ
ン
ト

株式会社バンダイナムコホールディングス

代表取締役社長　石川 祝男

平成17年9月29日

東京都品川区東品川 4-5-15

325人

バンダイナムコグループの中長期経営戦略の立案・遂行、

グループ会社の事業戦略実行支援・事業活動の管理

http ://www.bandainamco.co . jp/

株式会社バンダイ

株式会社ナムコ

株式会社バンダイナムコゲームス


